
チヤレンジドや高齢者が、元 気 と誇りを持 って働け る国に

社 会福 祉 法人プ ロ ップ ・ス テ ーシ ョ ン

理 事長　 竹 中　 ナ ミ

プ ロ ップ ・ス テ ーシ ョ ン（略 称 プ ロ ツプ ）は 、コ ンピ ュ ータ と情報 通 信 を 活用 して チ ャ

レ ンジ ド の自 立 と社会 参 画、と くに 就労 の促 進を 目的 に 活 動し てい ま す。

「チ ャレ ン ジド 」と い う のは 最 近 の米 語で 、障 害を マ イ ナス と のみ 捉 え るの で な く、障

害 を持 つ ゆえ に体 験 す る様 々な 事 象 を自 分 自身の た め、あ る い は社 会 の た めポ ジテ ィブ に

生 かし て行こ う、と い う 想 いを 込 め た呼称 で す。

私 は、自 分 が重 症 心 身障 害を 持 つ娘 を 授か っ たこ とを き かっ け に、こ の ２６年 間多 くの

チ ヤレ ンジ ド に出 会い 、と も に活 動 して来 まし たが、娘 が障 害 を持 っ てい なけ れば 私 かこ

う し た活 動を 始 めるこ とは な かっ た やろう な 、と 思う と、娘 も 私 も「チ ャレ ン ジド 」と い

える と思い ま す。

プ ロ ツプ で は、全 国 各 地 の 在宅 チ ャレ ンジ ドがコ ンピ ュータ を活 用 し「仕 事 人」を 目指

し て 勉強 し、実 力 を 身 につ け、ま だ まだ 少な い 量では あ るも の の 在宅 ワ ーク に 励 んでい ま

す。プ ロ ヅプ の役 割 は、技 術習 得 の セミ ナ ーを 開催 するこ とと 並 行し て、企 業 や行 政 か ら

彼 らの 仕 事を受 注 し、在 宅 でそ れが 行え る ようコ ーデ ィネ イト す る重 要 な 部分 を担 っ てい

ます。重 度 の チ ャレ ン ジド が「何 か 出来 る 人か」「ど れく らい 出来 る 人 か 」を 知 らな い 企

業 や行 政機 関 が、不 安感 を持 た ずに 仕事 を 発注 する た めには 、き ち ん とし たコ ーデ ィ ネイ

ト 機 関が 介在 し、そ の 不 安を 取 り除 くこ とが 必要で す 。ま た「チ ヤレ ン ジド ゆえ に 安 く使

わ れ る」と い う こ との ない 、価 格 の打ち 合 わ せな ども 重要 な役 割 で す。従 って 、プ ロ ツプ

で は 専従 スタ ヅフ以 外 に、様 々な 仕 事 のプ ロ フェ ツショ ナ ル たち が ボ ラン テ ィ アと して 参

画し、チ ヤレ ン ジド の 実 カ ア ヅプを 支援 し 、ま た適 切 な評 価 を下 さ って い ま す。

産官 学 民 の広 範 な人 た ち が、そ れぞ れの 立場 で、プ ロ ップ の目 指 す 方向 にご 協 力 を下 さ

っ てお り、大 変 あ り か たい こ とだ と 思って い ま す。

プ ロ ヅプ の スロ ーガ ンは 「チ ャ レ ンジ ドを 納 税者 にで きる 日 本」と い う「刺 激的 な 」も

ので すが、私 は「日 本 とい う 国は い ま、チ ヤレ ンジ ドや 高齢 者 の力 を 必 要 とし てい る 」と

い う私 な りの 現 実認 識 の も とに、あ えて こう い う「誤 解 を受 け や すい ス ロ ーガ ン 」を 掲 げ

て 活 動を 進め て き まし た。

長年 、草 の 根で 活 動を 展 開 して きたプ ロ ップ で すが、昨 年 ９月 、第 ２種 社会 福 祉法 人 と

して 厚生 大 臣認 可 を取 得 し まし た。既 存 の福 祉観 とは 異な る スロ ーガ ンを 掲げ 、な お かつ

コンピ ュ ータ ネット ワ ーク を活 用 する とい う、全 く新 しい タ イプ の 活 動が 「社 会福 祉 法 人」

として 認可 さ れ たこ とに 時 代 の変化 を し みじ み感 じ ます。
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高齢化と少子化か大変なスピード で 同時 進行し てい る 日本で は、フ ル タイ ムで 働け る

人 や残 業 もい と わない 、と い う 人 がど んど ん少な くな ってい きま す。そ うし た 社会 にあ っ

て なお 、福 祉的 財 源（人 とお金 ）を 維 持して 行け る国 であ る た めには 、「一 人 でも多 くの

人が ″自分 の身 の丈 に 合っ た″働き方で 支 える」と い う構 造に 日 本の 社会 シ ステ ムが変化 し

ない と持ち ま せ ん。

「働 く 」あ るい は「働 くこ とで 誰かの 役 に立ち たい 」と い う 気持 ち は、人 間な らで は の

素晴 らしい 感 覚 で す。日 本が、「チ ャレ ン ジドや 高齢 者が 元気 と誇 りを 持っ て 働け る国 」

にな って 欲し い 、と 同 時 に私 の娘 の ような「働 く」と いう 形 で社 会貢 献 で きな い人 間 も、

尊厳 を 持って 存 在で き る 国であ っ て 欲しい ！

そう い う国 に する た め に、自 分 もプロ ヅプ の活 動を 通じて 役 立ち たい 、と 切 に 思う毎 日で

す。

プ ロップ ･ス テ ーシ ョン ホ ーム ペ ージ ＵＲＬ　ｈttp://ｗｗｗ.prop.・rjp

お 問 い 合 わ せ　　 メール アドレ ス　 prop＠prop.ｏrjp

PrｏｐＳtａtｉｏｎ ＫＯＢＥ:　TEL 078-845-2263、FAX 078-845-2918

PrｏｐＳtａtｉｏｎ ＯＳＡＫＡ:TEL 06-6881-0041、FAX 06-6881-3866
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